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要旨

研究目的は、ポートフォリオを用いた臨地実習における成長報告書の自由記述を内容分析し、学生の内省傾向を明らかにするこ

とである。看護学生72名の自由記述データを計量テキスト分析の手法を用いて、共起ネットワークの作成と対応分析を行った。共

起ネットワークの構造分析の結果、「成長ベスト３」「学んだこと」「獲得した力」それぞれの項目で3〜5群のカテゴリーが抽出され

た。振り返りの大切さに気づいた学生が、より高い看護実践能力の向上を目指して努力する内省が読み取れた。対応分析による抽

出語の全体的布置において、「獲得した力」が第1成分の寄与率の高いプラス側第1象限に位置しており、「成長ベスト3」と「学んだこと」

を区別する基準軸になっていると考えられた。第1成分のプラス側には、「活かす」「力」「今後」の語が並んでおり、学生は応用力

を獲得していると考えられる。しかし、それを「成長」としては捉えておらず、「学んだ知識や技術」を「自己の成長」と捉える傾向があ

る事が示唆された。

Abstract
To investigate introspection among nursing students, we analyzed the content of open-end responses in a report 

on portfolio-based clinical training. Using a text-mining approach, we constructed co-occurrence networks followed 
by correspondence analysis of open-ended responses from 72 nursing students. Structural analysis of co-occurrence 
networks revealed that students who realized the importance of refl ection became introspective and began to work 
toward highly efficient nursing practice. In correspondence analysis, the distribution of extracted words showed 
that acquired strength was located on the positive side of the fi rst quadrant, contributing greatly to the fi rst principal 
component and serving as a reference value, separating it from the top 3 areas of growth and learning. The fi rst and 
fourth quadrants also contained practical application, strength, and future in a nearly straight line, suggesting their 
involvement in the acquisition of practical nursing skills. The fi ndings of this study also suggest that, on refl ection, 
students tend to consider knowledge and skills they learned as attributable to their own growth unless they give this 
careful consideration.
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1. はじめに

平成23年厚生労働省の看護教育の内容と方法

に関する検討会報告書の中で「生活体験の乏しさ

から、教育を行う上では教員の丁寧な関わりが必

要となる一方で、それが学生の主体性や自立性を

育ちにくくしている側面がある。（中略）限られた

時間の中で学ぶべき知識が多くなり、カリキュラ

ムが過密になっている。主体的に思考して学ぶ余

裕がなく、知識の習得はできたとしても、知識を

活用する方法を習得できてないことがある。」と述

べられている（厚生労働省 2011）。このような問

題を解決し、自ら学び、学んだことを活用してい

く事のできる人材を育成する教育方法が求められ

ている。

主体的に学ぶためには、内省する力が重要であ

る。内省とは、「振り返り」、「自ら気づく力」である。

自分の問題を自ら気づき、それを自ら改善し変化

させていく事である（東 2012）。近年、看護学生

の内省を促し、主体的に学ぶことを目的とした

「ナイチンゲールプロジェクト」と称される学習方

法の提言（林 2010）やポートフォリオを活用した

報告（糸賀 2010, 箕口・柴田 2015, 坂上 他 2013）
が見られるようになった。このような背景のなか、

我々も学生の自己教育力の育成を目指し、「主体

的に学ぶ力」や「意思ある学び」を獲得できるよう

にプロジェクト・ベースト・ラーニング（PBL）と
ポートフォリオを用いた学習を推進している（鈴

木 2012)。
とくに、臨地実習は現実的な経験によって、自

分なりの考え方と自ら学んでいく力を育てる重

要な教育の場である（藤岡 1996）。臨地実習では、

具体的な体験を受け、抽象的な概念化、そして能

動的な試みへ進めるが、そのための重要なステッ

プとして、内省的な観察が位置づけられている（和

栗 2010）。看護教員は学生が体験したことを引き

出し、内省を促して次の看護ケアに活かせるよう

に支援する必要がある。そのためにはまず、学生

の内省傾向を知る必要がある。本研究目的は、ポー

トフォリオを用いた臨地実習成長報告書について

計量テキスト分析を行い、学生の内省傾向を明ら

かにすることである。

2. 研究方法

2. 1 研究対象

A看護専門学校3年生  84名

2. 2 研究期間

2014年4月〜2015年6月

2. 3 対象者の背景

A看護専門学校のカリキュラムは、PBLを主軸

として構成されている。また、「プロジェクト」と

は、ビジョンや使命感に基づき、ある目的（ゴール）

を果たすための構想や計画などを指し、PBLとは、

プロジェクトの特徴やセオリーを学習に活かした

ものである。これは、ゴールに至るプロセスに「準

備」→「ビジョン・ゴール」→「計画」→「情報・解決

策」→「制作」→「プレゼンテーション」→「再構築」

→「成長確認」という明解なフェーズ（段階）を持っ

ている（鈴木 2012）。対象者は1年次からPBLを

開始しており、そのテーマは学年進行に伴い、自

分の健康、周囲の人々の健康、社会の人々の健康

と視点を広げて学ぶよう設定している。各PBL
では、ポートフォリオを作成し、自己理解・自己

評価のツールとして用いている。今回の研究対象

者は、3年次の4月から開始する臨地実習を経験

した学生である。臨地実習もPBL学習の枠組みで、

ポートフォリオを使用しながら実践している。

またA看護専門学校の特徴として、2013年度

から経験型実習を導入したことが挙げられる。経

験型実習では、看護師と共に行動し、担当看護師

が受け持っている患者への看護を一緒に実践する。

学生は、看護師と共に行動し、「看護場面の優先

順位はどのように決められているのか？」、「コ・

メディカルといかに関わっているのか？」、「患者

とのコミュニケーションにどのようなスキルを

使っているのか？」等について実践から学ぶ。
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2. 4 ポートフォリオ学習の概要

ポートフォリオには、まずそのPBL（もしく

は実習）における自らの目標を明確にするために、

ビジョンゴールシートを記入する。ビジョンゴー

ルシートには、PBLや実習における「願い」とそ

れを実現するための具体的な「目標」が記載される。

その後、その目標達成に向けて集めた資料や実習

記録、自身の成果物を時間経過の順にファイリン

グしていく。あわせて、自己学習内容の整理や日々

の振り返りは、1つのノートに記載し、リフレク

ションノートとして用いている。このノートも最

後にはポートフォリオに綴じる。

PBLや実習終了後は、このポートフォリオを

もとに凝縮ポートフォリオを作成し、発表を行う。

発表時に他者からフィードバックされた内容につ

いてもポートフォリオに綴じていく。また、この

学習における自己の「成長報告書」を記載し、当

該PBLにおける自己評価を行う。成長報告書の

質問項目は、あなたの「1. 成長ベスト3は何です

か？」（以下「成長ベスト3」）、「2. 学んだことは

何ですか？ 」（以下「学んだこと」）、「3. 獲得した

力は何ですか？」（以下「獲得した力」）である。こ

のようにポートフォリオは、自分のやったことを

俯瞰し評価する姿勢を持つことを狙いとしている。

また、指導者が学生の獲得した知識、技術、思考

や問題解決プロセスなどを把握し、具体的な支援、

評価を実践していく事も可能にする。

2. 5 データ収集方法と調査内容

2015年6月各領域の臨地実習終了時点、自由記

述式の成長報告書を学生に配布・記入後にその場

で回収した。

2. 6 データ分析方法

収集したデータは、計量テキスト分析を行った。

計量テキスト分析とは、計量的分析手法を用いて

テキスト型データを整理または分析し、内容分析

（content analysis）を行う方法である（樋口 2014）。
これは、大量のテキストデータを全体やクラス

ターごとにまとめ、短い言葉でその傾向や特長や

重要語、キーワードを抽出し、その出現頻度や同

時出現関係等を分析できる研究手法である。コン

ピュータプログラムによって、形態素解析（言葉

で意味のある最小単位に分けて、品詞を判別する

解析）を行い、単語の出現頻度や語と語の結びつ

きを統計的に分析する。その結果と、素データの

特徴や語と語の結びつきを確認して、コーディン

グを行った。

手順としては、未加工データをExcelに入力し

て、成長報告書の電子テキスト化を行った。分析

にはKH Coder (ver. 2.00)を用いた。これは、計

量テキスト分析を行うために開発されたフリーソ

フトウェアである。

本研究では、KH Coderを使用し、構造化され

ていないテキストデータの1）形態素解析、2）5
回以上の頻出語の抽出、3）「成長ベスト3」「学

んだこと」「獲得した力」についての共起ネット

ワーク（サブグラフ検出 / modularity）の作成、4）
サブグラフについて意味内容が類似したものをグ

ループ化し、共通の意味を表すカテゴリーに分類、

5）成長報告書の全文章を合算した対応分析を実

施した。尚、あまりに多くの抽出語が1つの共起

ネットワーク上や対応分析時に存在すると判別が

難しくなるため、出現語数の条件を5語以上とし

た。また、4）の手順では、分析を質的帰納的に行

なうために、成長報告書に書かれた素データを繰

り返し読み、全体を理解した。分析の全過程を通

じて、解釈が先入観に捉われていないか、内容の

妥当性を欠いていないかについて、研究者間で確

認・照合して分析の厳密性の確保に努めた。

2. 7 倫理的配慮

すべての手続きは、学内の倫理委員会の承認を

得て行なった。対象学生には、研究参加や途中辞

退は自由意志であること、研究の目的と方法、評

価とは無関係であり、不参加であっても不利益を

被らないこと、データ分析は匿名で行いプライバ

シーを厳守することを書面及び口頭で説明した。

成長報告書を調査に使用することについては、書

面にて同意を得た。

3. 結果

回収率は89.3％（75名）、有効回答率は85.7％（72
名）。対象者の平均年齢は20.7（± 2.98）歳，男

性18.1％（13名），女性81.9％（59名）であった。

3. 1 成長報告書の上位150の頻出語

「成長ベスト3」の自由記述成長報告書のテキ

ストデータは、文章数414、総抽出語数2,848語、

分析対象語数1,222語であり、異なり語数490語、
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分析対象異なり語数375語であった。「学んだこ

と」は、文章数183、総抽出語数2,661語、分析対

象語数1,067語であり、異なり語数509語、分析

対象異なり語数376語であった。「獲得した力」は、

文章数183、総抽出語数2,431語、分析対象語数

985語であり、異なり語数503語、分析対象語数

365語であった。表1に、3つの質問項目それぞ

れについて、出現回数5回以上の抽出語をまとめ

た。

3. 2 共起ネットワークの作成

共起ネットワークとは、抽出語またはコードを

用いて、出現パターンの似通ったものを線で結ん

だ図、すなわち共起関係を線で表したネットワー

ク図である。布置された位置よりも、線で結ばれ

ているかどうかということに意味がある。円の大

小が出現回数を反映し、線の太さは共起関係の強

さを表している。

3. 2. 1 成長ベスト3は何ですか？

共起ネットワーク（中心性）の構造は、「患者」「自

分」「振り返る」「看護」が中心軸となり、他との

結節点となっていた。主な結びつきとしては「患

者–看護–援助–対象–理解–疾患」、「自分–振り

返る–実習–ポートフォリオ–学習」、「記録–整
理–情報–必要–出来る–文章」が見られた。「自

分」は「振り返る」「考える」とそれぞれ強い結びつ

きであることから、それぞれのカテゴリーの構成

語句として含めた。「学び–目標」は、出現回数が

少なく、他の語句との結びつきがないこと、また、

素データを見ても特徴となる傾向が見られず、カ

テゴリーに含めなかった。その結果、5つのカテ

ゴリーで構成されたサブグラフが検出された（図1）。

3. 2. 2 学んだことは何ですか？

「成長ベスト3」と同様に頻出語は、「自分」「患

者」「振り返る」であり、結びつきは「患者–理解–
対象–観察」、「自分–実習–振り返る–学ぶ」、「情

報–行動–整理」であった。4つのカテゴリーで構

成されたサブグラフが見出された（図2）。

3. 2. 3 獲得した力は何ですか？

出現数が多い「患者」「実習」「活かす」「看護」

「思う」を中心として「患者–思う–今後–力–必要」、

「実習–次–活かす–自分–考える–看護」の結びつ

きが見られ、3つのカテゴリーで構成されたサブ

グラフが見出された（図3）。

3. 2. 4 自由記述内容のカテゴリー名と共起語

共起ネットワークの構造に基づいて抽出された

各カテゴリーに、特徴を表すネーミングを行った。

「成長ベスト3」は、語句の結びつきから、《看

護援助》、《振り返り》、《論理的思考》、《情報整理》、

《コミュニケーション》の5群に分けられた。「患

者, 看護, 行う, 学ぶ, 知る, 大切, 援助, 対象, 理解, 
疾患 , 分かる」の共起語から成るカテゴリーでは、

「受け持った患者への看護を振り返ることが出来

た」「対象の個別性を踏まえた援助を実施するこ

とができた」などの内容が見られ、看護援助の実

際や重要性についての記述と判断し、《看護援助》

と命名した。

次に、「振り返る , 実習 , 今 , ポートフォリオ , 
自分 , もう一度」の共起語を特徴とするカテゴ

リーでは、「今までの実習を振り返りあの場面で

はこうすれば良かった、と気づくことができた」

「行きづまったら今までのポートフォリオを振り

返る」「振り返ることによって自分なりに反省点

を見つけることができるようになった」などの内

容があり、学生が振り返り、学びを得ることを自

己の成長と捉えていることから、《振り返り》と名

付けた。

「学んだこと」において、出現数が多かった語句

は「患者」、「学ぶ」、「自分」、「振り返る」であった。

《個別性を考えた看護》、《リフレクションの重要

性》、《情報収集・整理の重要性》、《人間関係構築

の重要性》の4群に分けられた。出現回数の多かっ

た「振り返る」は、「学ぶ , 行う , 援助 , 次，ポート

フォリオ , 思う , 自分 , 実習 , 看護」と共起してお

り、具体的な記述内容に、「振り返ることで次へ

繋がることを学んだ」「ポートフォリオ学習で実

習を振り返ることを学んだ」などが見られたこと

から、このカテゴリーを《リフレクションの重要

性》とした。

「獲得した力」の共起ネットワークの中心は「患

者」、「活かす」、「コミュニケーション」であった。

《対象のニーズに沿った看護を実践する力》、《次

に活かす力》、《対象を俯瞰する力》の3群に分類

した。

「成長ベスト3」、「学んだこと」、「獲得した力」、

それぞれのカテゴリーの共起語と代表的な自由記

述については表2に整理した。
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表1. 成長報告書の上位150の頻出語（5語以上）
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図1. 成長ベスト3

図2. 学んだこと
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3. 3 成長報告書の対応分析

成長報告書に記入された全文章780、分析対象

語3,274語を合わせて、対応分析を行った。対応

分析では、語の相関関係が高いほど、近くにプロッ

トされる。したがって近くにプロットされている

頻出語を確認していくことで、学生の内省傾向の

特徴がつかめる。頻出語の分布からは、「獲得し

た力」「成長ベスト3」「学んだこと」の視点から

一定の傾向がみられた（図4）。抽出語の全体的布

置において、「獲得した力」は第1成分の寄与率の

高いプラス側第1象限に、「成長ベスト3」と「学ん

だこと」は第1成分のマイナス側第2象限、第3象
限に位置していた。第一成分に強く寄与する因子

としては、「力・活かす・今後」が抽出された。

4. 考察

4. 1 成長報告書の頻出語の分析

「成長ベスト3」と「学んだこと」の上位3位まで

の語は、「患者」「自分」「振り返る」であった。具

体的には「振り返ることによって、自分なりに反

省点を見つけることができるようになった。」「患

者情報の整理により、看護実践内容を反省でき

た。」等が散見され、導入したポートフォリオを用

いた学習、リフレクションノートによって、学生

の行動様式として内省の習慣が定着されつつある

と考えられる。一方、「獲得した力」の上位3位は、

「患者」「実習」「活かす」であった。自由記述では「振

り返ることで、自分のケアを顧みて次へ繋げる。」

という主旨の記述が多く、実践した看護や得た専

門知識を内省したのち、そこでの気づきを次の看

護実践に繋げようとする姿勢が見られた。

中村ら（2014）は、ポートフォリオによって、

学生は学習を振り返り、自分を見つめ直し自己の

課題を発見する機会を得るなど、作成から発表ま

でに学び、喜び、達成感を持つという経験をして

いると述べている。そして、この経験自体が次の

教育を導き出す新たな力に繋がるとしている。「振

り返り、次につなげる事が出来た」という体験そ

図3. 獲得した力
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表2. 自由記述内容のカテゴリー名と共起語
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のものが、学生が主体的に学ぶ意欲の向上に繋が

ると言える。

4. 2 各共起ネットワークの構造分析

4. 2. 1 「成長ベスト3」の構造

構造と語句の結びつきによって、学生自身が成

長したと感じる内容は、《看護援助》、《振り返り》、

《論理的思考》、《情報整理》、《コミュニケーション》

の5群に分けられた。《看護援助》は、対象の個別

性を踏まえること、疾患を理解し対象の状態を

知ることなどが記載されており、自ら「看護とは

何か」と自問自答しながら成長していることが伺

えた。また、カテゴリーの記述内容から各カテゴ

リーの関係性を見ると、《振り返り》から、自らの

課題や対象の看護問題を抽出し、《情報整理》して、

客観的に評価することで《論理的思考》が育成され

ているのではないかと考えられた。これは、PBL

終了時に、課題に対する具体的な解決策を自己の

体験や学習内容を根拠として発表することで、自

分の得た知識を統合しているものと考える。そし

て、《コミュニケーション》では、非言語的コミュ

ニケーションについて多く書かれており、言葉だ

けでなく、五感を使って観察し対象を理解できる

ようになったと推察できた。

平成20年中央教育審議会「学士課程教育の構築

に向けて」の答申において、知識の活用や創造性、

生涯を通じて学び続ける基礎的な能力を培うこと

の必要性が示され、とりわけ各専攻分野を通じて

培う学士力として論理的思考および問題解決力が

挙げられている（舩木･塚本2012）。今回の対象は

専門学校生ではあるが、今後、看護師という専

門職に就くにあたり、同様のスキルは必須である。

以上から、ポートフォリオを用いた学習を導入す

ることは、論理的思考や問題解決力を育む一助と

図4. 成長報告書の対応分析
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なると考えられる。

4. 2. 2 「学んだこと」の構造

結びつきの強さと配置によって、学んだ内容を、

《個別性を考えた看護》、《リフレクションの重要

性》、《情報収集・整理の重要性》、《人間関係構築

の重要性》の4群に分けた。

杉浦らは、PBLとポートフォリオを用いた授

業において学生は「課題発見力」と「課題解決力」を

学んだと言っている（杉浦・新美 2014)。本研究

で抽出された《情報収集・整理の重要性》は、共

起した語の関係内容から「課題発見力」と捉えれ

ば、《個別性を考えた看護》、《リフレクションの

重要性》は、「課題解決力」に繋がる。これは、鈴

木（2012）がプロジェクト学習で身につくとして

いる力とも合致しており、看護を提供していく上

で、非常に重要な力を学生は学んでいる。

4. 2. 3 「獲得した力」の構造

全体を構成する諸語の互いの位置関係から、獲

得した力を、《対象のニーズに沿った看護を実践

する力》、《次に活かす力》、《対象を俯瞰する力》

の3群に分類した。

松谷ら（2010）は、看護実践能力の3つの主要能

力構造として、「人々中心のケアを実践する力」、

「看護の質を改善する力」、「人々を理解する力」を

示している。今回の調査で明らかになった3つの

カテゴリーを見ると、《対象のニーズに沿った看

護を実践する力》は「人々中心のケアを実践する

力」、《次に活かす力》は「看護の質を改善する力」、

《対象を俯瞰する力》は「人々を理解する力」と読み

替えることができる。つまり、ポートフォリオを

活用した臨地実習において、獲得した力は看護実

践能力の主要能力を網羅している。

4. 2. 4 基礎データとしてのカテゴリー名と共起語

共起語のつながりやカテゴリー分類を総括する

と、「成長ベスト3」と「学んだこと」では、学生は

思考や看護実践過程を自分なりに俯瞰することに

よって、成長や学びを認識していた。自由記述に

は「今までの実習を振り返りあの場面ではこうす

れば良かった、と気づくことができた。」「受け

持った患者への看護を振り返ることができた。」等

があった。「獲得した力」では自由記述に「今後も

毎日の実習を振り返ることで自分自身を見つめ直

し次につなげたい。」「失敗を次回に活かすために、

原因を考えるようになった。」等が見られる。つま

り、学生は専門知識の習得だけなく、それらを活

かし具体的な行動につなげようとしていることが

推し量れる。

鈴木（2012）は、「身につく力」について、全体

をあらためて俯瞰し、自分の価値ある変化・変容

を確認するとともに、自信や自尊感情を身につけ

次へのモチベーションを高めると述べている。ま

た、大関（2000）は、看護教育において「自己評価

や目標設定などポートフォリオを利用した自己啓

発が有用である。」と報告している。本研究では、

ポートフォリオによる学習を体験した学生は、臨

地実習全体を振り返り、自分自身を見つめなおす

とともに「次につなげたい」「次回に活かす」など

具体的な行動につなげようとする特徴が多く見ら

れた。そして、学生がそれを「獲得した力」と捉え

ていることが分かる。このことは、「自分の価値

ある変化・変容を確認する」ことであり、成長報

告書で振り返ることは自信や自尊感情と繋がる。

4. 3 対応分析

抽出語の全体的布置において、「獲得した力」は

第1成分の寄与率の高いプラス側第1象限に、「成

長ベスト3」と「学んだこと」は第1成分のマイナス

側第2象限、第3象限に位置している。要するに、

第1成分は「獲得した力」と他の2群を区別する基

準軸になっていると判断される。

第1成分のプラス側に着目すると、「活かす」

「力」「今後」の語がある。具体的な回答として「今

までの実習を振り返り、次の実習に活かせるよ

うに心がけたい。」「何度も振り返り自分の行った

援助や関わりについて考えを深める力がついた。」

「まとめる力がつき今後もポートフォリオを行う

時に役立つ。」等、学んだ知識や技術を将来に活か

す事柄を表している。従って、第1成分は、「看

護実践能力の獲得」に関係していると推察される。

第1成分のマイナス側では、「目標」「学ぶ」等

が見られる。実際の回答として「情報を整理する

ことで行動すべきことや目標とのずれがスムーズ

に分かる。」「患者を考えるためには観察を通した

対象理解が必要だと分かった。」等があり、学んだ

ことを確認する内容を含んでいる。また、第1成
分の左右の位置関係に着眼すると、「学んだこと」

と「成長ベスト3」は非常に近い位置に布置されて
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おり、自由記述の内容が酷似していることを示し

ている。つまり学生は、「学んだ知識や技術（実習

で体験したこと）」を「自己の成長」と捉える傾向が

ある。しかし、共起語の内容分析結果において

は、「獲得した力」として「次に活かす」という内容

が多く見られる。学生は応用力を獲得しているに

もかかわらず、それを「成長」としては捉えていな

いようである。このことは、看護教育の内容と方

法に関する検討会報告書の「知識の習得はできた

としても、知識を活用する方法を習得できてない

ことがある。」という指摘と一致する（厚生労働省 
2011）。これを踏まえて、看護教員は「次に活か

す力」こそが「成長」であると認識し、学生へは継

続して学んでいくことが大切である事を指導して

いく必要がある。

第2成分のプラス側の値2〜3にわたって、「言

語」「課題」「分かる」「文章」が布置している。自

由記載として「非言語的コミュニケーション能力

の大切さが分かった。」「振り返りから自分のでき

ている部分と課題が少しずつ分かるようになっ

た。」「簡潔に文章をまとめて記録ができるように

なった。」等、成長の自覚を示す言葉が多く見られ

る。第2成分のマイナス側の値 -2〜 -3にかけて、

「学ぶ」「思う」が見られる。自由記述として「ポー

トフォリオ学習で実習を振り返ることを学んだ。」

「患者さんの立場になって物事を考えようと思っ

た。」等、成長のきっかけとなる知識や方法を指し

ている。それ故に、第2成分は、「成長の認識」を

表していると考えられる。以上から対応分析によ

る抽出語のポジショニングの確認により、「看護

実践能力の獲得」と「成長の認識」という2つの軸

があることが見出せた。

このことから、臨地実習でポートフォリオを活

用することは、看護実践能力のみならず、自己の

成長を自覚すると思われる。これまで臨地実習で

は、看護過程が重視される傾向があり、看護の

全体性や関係性が見失われるという問題があっ

た（芥川・勝山 2007）。しかし、ポートフォリオ

学習は、これらが可視化されるため（安川 2010）、
学生と教員・指導者が、知識や技術だけでなく、

意欲や態度を評価できる方法であると考える。

4. 4 研究の限界と今後の課題

本調査では、対象数が限られ、3年生だけの自

由記述式アンケートであったため学年間の継時的

な評価がなされていない。また、学生の生活背景

などの影響要因や、ポートフォリオの指導方法に

ついても学生個々で異なる可能性がある。従って、

学年進行による変化を捉えるためには、学生への

継続した調査が必要である。さらに、今後はポー

トフォリオ学習に影響する教員の教育内容などに

ついても調査していきたい。

5. 結論

本稿では、実習でポートフォリオを経験した学

生の内省傾向について探索的に調査し、以下の3
点が明らかになった。

1）共起ネットワークの構造分析の結果から、「成

長ベスト3」「学んだこと」「獲得した力」そ

れぞれの項目で3〜5群のカテゴリーが抽出

された。振り返りの大切さに気づいた学生

が、より高い看護実践能力の向上を目指し

て努力する内省が読み取れた。

2）ポートフォリオでは思考過程が可視化される

ので、看護実践内容を自ら俯瞰することで

成長や学びを認識でき、自分の価値ある変

化・変容を確認することができる。

3）対応分析の結果から、学生は応用力を獲得し

ているが、それを「成長」としては捉えてお

らず、「学んだ知識や技術」を「自己の成長」

と捉える傾向がある事が示唆された。
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